
 

 

         橋尾美好（第３０期会・囲碁同好会） 

 

 芦屋川カレッジ・学友会・「親睦囲碁大会(第１２回)」が８月１９日（月）の１３時から、

市民会館４０１号室で開催されました。 

第１６期から第３５期までの２０年間のうち、選手がでなかったのは１８期・１９期・２０

期・２８期・３４期の５期のみで、１５期にわたる、１０級から８段の総勢６１名（１人欠

席）で、期ごとの団体戦と個人戦が戦われました。１人３局を戦いました。 

１５期と３５期では２０年の年齢差で、最年少者は６０歳、最年長者は８６歳の面々でし

た。囲碁は当然男女の区別はなく、年齢の区別もありません。段級位は自己申告です。段級

位の差に応じ、ルールに従ってハンデｲーキャップをつけて戦います。 

白・黒の碁石を互いに碁盤に打ち下ろし、どちらが相手より多くの利益（陣地）を上げるか

が勝負です。 

その奥深さは盤上どこに打っても良い無限の変化と広さ、一手一手が自己責任で実力主

義で偽りがない。大局的な判断、そして自分で創る喜び。 

打っている間は、日常の煩わしさを忘れて盤面に没頭している姿には、気品すら感じられま

す。一度虜になると引き返せない魅力があります。是非囲碁に手を染めてください。 

因みに、仲邑菫さん（９歳小学校６年生）のプロ入り、芝野虎丸８段（１９歳）の史上最

年少名人の誕生など、わくわくするような囲碁の世界です。 

最後に３０期は、団体戦第２位でした。来年も頑張りましょう。 

芦屋川カレッジ学友会 親睦囲碁大会への思い 

当日参加の 30 期 囲碁同好会 


